
環
境
省
と
地
方
自
治
体

は
、
放
射
性
物
質
の
再
拡
散

を
危
惧
す
る
住
民
の
声
に

耳
を
傾
け
ず
、
自
治
体
が
管

理
す
る
一
般
ご
み
焼
却
炉

で
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
に
汚

染
さ
れ
た
廃
棄
物
等
を
焼

却
処
分
し
て
い
ま
す
。

焼
却
処
分
を
安
全
と
す

る
説
明
に
、
「
焼
却
炉
の
バ

グ
フ
ィ
ル
タ
ー
（
Ｂ
Ｆ
）
が

排
ガ
ス
中
の
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
の
９
９
．
９
％
を
回
収

し
除
去
す
る
」
と
い
う
仮
説

が
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
仮
説
に
は
科
学
的
根
拠

が
な
く
、
排
ガ
ス
中
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
の
数
十
％
が
バ

グ
フ
ィ
ル
タ
ー
を
素
通
り

し
大
気
中
に
排
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

燃
焼
ガ
ス
を
二
〇
〇
℃
に

冷
却
し
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
へ

一
般
焼
却
炉
で
は
排
煙

部
に
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
を

つ
け
て
、
煤
煙
を
捕
集
し
環

境
へ
は
有
害
物
質
を
出
さ

な
い
と
し
て
い
ま
す
。

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
は
耐

熱
性
、
耐
腐
食
性
の
あ
る
ガ

ラ
ス
織
維
等
で
作
ら
れ
た

布
で
、
焼
却
炉
の
排
ガ
ス
中

の
ば
い
塵
〈
ダ
ス
ト
〉
を
減

ら
す
た
め
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
ガ
ラ

ス
繊
維
で
は
気
体
状
態
の

有
害
物
質
は
除
去
で
き
な

い
の
で
、
高
温
で
燃
焼
さ
せ

た
排
ガ
ス
を
急
速
に
冷
却

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
気
体

状
の
有
害
物
質
を
固
体
あ

る
い
は
液
体
に
変
化
さ
せ
、

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
で
捕
集

す
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

確
か
に
こ
れ
に
よ
り
多
く

の
有
害
物
質
を
除
去
出
来

ま
す
。
温
度
が
低
い
ほ
ど
良

い
が
通
常
２
０
０
℃
前
後

で
通
過
さ
せ
ま
す
。（
＊
編
集

者
注
：
２
０
０
℃
前
後
に
す
る

の
は
、
こ
れ
以
上
低
下

さ
せ
る
と
冷
却
熱
交

換
の
時
間
と
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
対
策
上
の
問

題

が

あ

る

よ

う

で

す
。）

し
か
し
ど
う
し
て

も
、
浮
遊
粒
子
状

物
質
で
あ
る
Ｐ
Ｍ

２
・
５
と
気
体
状

物
質
が
バ
グ
フ
ィ

ル
タ
ー
を
通
過
し

て
い
き
ま
す
。

（
本
紙
第
一
四
一
号
参
照
）

焼
却
物
と
焼
却
灰
の

測
定
値
の
統
計
処
理

地
方
自
治
体
は
焼
却
物

と
焼
却
灰
の
放
射
能
濃
度

と
重
量
を
測
定
し
公
表
し

て
い
ま
す
。
こ
の
資
料
を
用

い
る
と
、
灰
と
し
て
回
収
で

き
ず
消
え
て
し
ま
っ
た
放

射
性
物
質
の
量
を
統
計
的

に
算
出
で
き
ま
す
。
岩
見
さ

ん
の
計
算
で
は
、
宮
古
市
焼

却
炉
で
約
２
割
の
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
が
行
方
不
明
で

あ
り
、
遠
野
市
焼
却
炉
で
は

約
３
割
が
行
方
不
明
で
あ

る
と
の
結
果
で
す
。
従
っ
て
、

行
方
不
明
の
分
、
大
気
へ
排

出
さ
れ
た
と
判
断
出
来
ま

す
。

《天恵の海》
２０１５（平成２７）年

１１月 ４日

第１５９号
編集事務局 S.Oshida

ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636

三陸の海を放射能から守る

岩手の会（略称）三陸の海・岩手の会

郵便振替 02240-5-102650

ホームページ《再処理／岩手の環境》
http://sanriku.my.coocan.jp/
《本紙の全バックナンバー掲載》

「
一
般
廃
棄
物
焼
却
炉
で
放
射
能
汚
染
物
を
燃
や
す
こ
と

は
放
射
能
拡
散
と
な
る
」
と
警
告
を
発
し
て
い
る
岩
見
億
丈

医
師
が
、
九
月
五
日
盛
岡
市
内
で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
岩

手
県
内
外
各
地
か
ら
二
〇
〇
人
を
超
え
る
参
会
者
が
あ
り
、

福
島
原
発
事
故
で
飛
散
し
た
放
射
能
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
、
今
何
が
大
切
な
の
か
講
師
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。

岩
見
さ
ん
は
、
焼
却
炉
周
辺
の
土
壌
三
二
六
試
料
に
含
ま

れ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
調
べ
、
廃
棄
物
資
源
循
環
学
会
研

究
報
告
会
で
そ
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

今
号
は
、
盛
岡
市
で
の
講
演
会
の
内
容
の
、
特
に
後
半
部

分
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

（
編
集
部
：
尚
）

図

宮
古
市
焼
却
炉
周
辺
セ
シ
ウ

ム
１
３
４
土
壌
中
濃
度
分
布白丸９Bq/kg 以下、緑四角 10～14Bq/kg

黒バルーン 15～28Bq/kg



焼
却
炉
に
近
い
ほ
ど
高
い
土

壌
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

岩
見
さ
ん
を
中
心
と
す
る

宮
古
の
グ
ル
ー
プ
は
炉
か
ら

放
出
さ
れ
た
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
の
有
無
確
認
の
た
め
、
昨

年
九
月
～
十
一
月
ま
で
、
地

域
の
土
壌
を
集
め
ゲ
ル
マ
ニ

ウ
ム
半
導
体
測
定
器
で
調
べ

ま
し
た
。
そ
の
サ
ン
プ
ル
総

数
は
宮
古
市
焼
却
炉
周
囲
半

径
９
㌔
㍍
以
内
三
二
六
箇
所

で
す
。
そ
の
結
果
突
き
止
め

る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
焼

却
炉
周
囲
一
・

七
㌔
㍍
未

満
の
地
点
は
、
一
・

七
㌔
㍍

以
上
の
地
点
に
比
べ
、
セ
シ

ウ
ム
１
３
４
は
一
・
七
倍
、

セ
シ
ウ
ム
１
３
７
は
二
・
四

倍
高
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
（
左
表
）

ま
た
、
セ
シ
ウ
ム
１
３
４

(

半
減
期
２
・
１
年
）
と
セ
シ

ウ
ム
１
３
７
（
半
減
期
３
０
・

２
年
）
の
放
射
能
量
の
比
を

調
べ
、
減
衰
値
を
換
算
す
る

と
、
二
〇
一
一
年
三
月
時
点

で
約
１
：
１
と
な
り
、
福
島

第
一
原
発
由
来
で
あ
る
こ

と
は
疑
い
あ
り
ま
せ
ん
。
焼

却
炉
以
外
の
要
因
が
な
い

こ
と
か
ら
、
こ
の
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
の
異
常
上
昇
値
は

焼
却
炉
が
原
因
で
あ
る
と

結
論
出
来
ま
す
。

土
壌
で
発
見
さ
れ
た
過
剰

な
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
総
量

は
、
行
方
不
明
だ
っ
た
約
二

割
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
総

量
と
大
方
一
致
し
て
お
り
、

「
捕
捉
出
来
な
か
っ
た
推
定

量
」
と
「
実
際
に
周
辺
土
壌

に
存
在
し
た
量
」
は
整
合
性

が
あ
り
、
環
境
中
へ
の
飛
散

は
疑
い
あ
り
ま
せ
ん
。

現
行
の
測
定
下
限
値
で
は

「
不
検
出
」

宮
古
市
と
遠
野
市
の
排
ガ

ス
中
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
の
濃

度
が
グ
ル
ー
プ
の
研
究
か
ら

推
定
す
る
と
１
ベ
ク
レ
ル
／

立
方
㍍
前
後
で
あ
り
、
現
行

の
測
定
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

検
出
下
限
値
２
ベ
ク
レ
ル
／

立
方
㍍
に
達
せ
ず
、
仮
に
排

ガ
ス
濃
度
測
定
が
科
学
的
に

行
わ
れ
た
と
し
て
も
不
検
出

と
さ
れ
る
数
値
で
す
。

検

出
下
限
値
を
０
・
１
ベ
ク
レ
ル

／
立
方
㍍
以
下
に
し
排
ガ
ス

中
濃
度
を
測
定
す
べ
き
で
す
。

放
射
能
を
漏
ら
す
巨
大
焼
却
炉

岩
見
先
生
は
、
こ
の
研
究

を
踏
ま
え
て
以
下
の
よ
う
な

提
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
濃
度
の
放
射
性
物
質
を

含
む
廃
棄
物
を
一
般
廃
棄
物

焼
却
炉
で
処
分
す
る
こ
と
は

即
時
中
止
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
廃
棄
物
は
福
島
原

発
周
囲
に
集
め
て
管
理
す
る

こ
と
。
福
島
住
民
の
移
住
を

援
助
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、

大
気
に
飛
び
散
っ
た
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
は
外
部
被
曝
だ
け

で
な
く
内
部
被
曝
も
引
き
起

こ
す
。
予
防
原
則
を
貫
く
べ

き
で
あ
る
。

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
は
万
能

で
は
な
く
、
水
銀
除
去
率
は

七
〇
％
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
除

去
率
は
十
％
と
言
わ
れ
て
い

る
。
一
般
廃
棄
物
焼
却
炉
か

ら
の
水
銀
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
、

鉛
の
排
出
は
現
在
の
日
本
で

は
法
的
規
制
対
象
と
な
っ
て

い
な
い
。
こ
れ
ら
の
有
害
物

質
は
二
四
時
間
濃
度
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
な
い
し
総
量
規
制
的

方
法
に
よ
り
管
理
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
。

焼
却
炉
で
燃

や
す
ご
み
の
総
量
を
減
ら
す

努
力
が
主
権
者
で
あ
る
国
民

一
人
一
人
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。
放
射
能
を
漏
ら
す
巨
大

な
焼
却
炉
。
そ
れ
は
原
発
と

再
処
理
工
場
で
あ
り
廃
止

が
必
要
で
あ
る
。

ま
ず
放
射
能
汚
染
の
現
実

を
リ
ア
ル
に
認
識
し
よ
う

今
、
岩
手
県
に
は
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
が
基
準
値
越
え
し

た
農
林
副
産
物
が
、
八
〇
〇

〇
ベ
ク
レ
ル

／
㎏
以
下
が
五
万
三

〇
二
六
㌧
、
八
〇
〇
〇
ベ
ク
レ
ル

／
㎏
を
超
え
る
も
の
が
五
〇

七
・
二
㌧
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
し
か
も
そ
の
汚
染
牧
草

の
最
高
汚
染
濃
度
は
、
九
万

㏃

を
超
え
て
い
る
事
が
開
示

資
料
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
く
が

一
般
焼
却
炉
で
ご
み
に
混
ぜ

て
薄
め
て
焼
却
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
そ
も
そ
も
八
〇
〇

〇
ベ
ク
レ
ル

／
㎏
を
超
え
た
汚
染

物
は
各
自
治
体
か
ら
環
境
省

に
申
請
し
て
指
定
廃
棄
物
と

な
り
国
の
管
理
下
に
な
る
筈

で
す
が
、
岩
手
県
で
は
農
林

副
産
物
に
つ
い
て
は
ま
だ
ど

こ
も
申
請
し
て
い
な
い
状
態

で
す
（
平
成
二
七
年
八
月
）。
従

っ
て
、
八
〇
〇
〇
ベ
ク
レ
ル

／
㎏

以
上
の
も
の
に
は
、
国
も
自

治
体
も
手
を
出
せ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
既
に
試
験
的
に
焼

却
が
行
わ
れ
、
今
後
八
〇
〇

〇
ベ
ク
レ
ル

／
㎏
以
上
の
も
の
ま

で
焼
却
予
定
に
な
っ
て
い
ま

す
。
数
十
％
が
漏
れ
る
と
い

う
こ
と
は
、
八
〇
〇
〇
ベ
ク
レ
ル

／
㎏
越
え
の
汚
染
物
を
焼
却

す
れ
ば
相
当
量
が
大
気
に
放

出
さ
れ
市
の
境
を
超
え
て
県

全
体
の
問
題
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

県
内
で
発
生
し
た

放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た

農
林
副
産
物
に
つ
い
て
、
発

生
量
・
処
理
量
の
内
訳
は
非

開
示
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

民
グ
ル
ー
プ
が
異
議
申
立
を

し
ま
し
た
が
、
審
査
委
員
会

で
非
開
示
が
妥
当
と
の
判
断

が
下
さ
れ
ま
し
た
（
平
成
二
七

年
九
月
八
日
）
。
風
評
被
害
に

よ
り
率
直
な
意
見
が
妨
げ
ら

れ
る
た
め
と
の
こ
と
で
し
た
。

予
防
原
則
の
徹
底
を
！

焼
却
さ
れ
れ
ば
、
更
な
る

人
々
の
被
ば
く
や
農
産
物
の

汚
染
等
実
害
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
岩
見
先
生
か
ら
も
お
話

し
頂
き
ま
し
た
よ
う
に
、
排

ガ
ス
中
の
放
射
性
物
質
を
正

し
く
測
定
す
る
事
す
ら
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

行
方
不
明
の
放
射
能
を
少

な
く
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

環
境
で
長
く
存
在
す
る
汚
染

毒
物
は
人
間
の
管
理
範
囲
か

ら
手
放
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

予
防
原
則
で
、
最
善
を
尽
く

し
て
子
孫
を
守
る
方
策
を
一

刻
も
早
く
立
案
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。（

舘
澤
み
ゆ
き
）

〔
八
月
二
八
日
付
第
一
五
八

号
記
事
一
部
訂
正
〕

一
面

図
：
加
圧
水
型
原
子

炉
の
説
明
文
に
「
高
温
高
圧
水

蒸
気
」
な
ど
不
正
確
な
表
現
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
九
月
三
日

に
「
再
訂
版
」
を
発
行
し
当
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

あ
り
ま
す
。
謹
ん
で
お
詫
び
し

訂
正
致
し
ま
す
。

焼却炉からの距離
１．７ｋｍ

未満

１．７ｋｍ

以上

標本数 164 162

セシウム１３４

（Bｑ／ｋｇ）
4.4 2.5

濃度比（ 4.4/2.5） １．７倍

セシウム１３７

（Bｑ／ｋｇ）
14.3 6.2

濃度比（14.3/6.2） ２．４倍

原
発
の
再
稼
働
は
許
さ
な
い
！

核
の
ご
み
を
ふ
や
す
な
！

高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物
の

最
終
処
分
を
考
え
る
集
会

主
催
：
集
会
実
行
委
員
会

十
一
月
十
四
日

十
三
時
半
～
十
六
時

岩
手
県
公
会
堂
大
ホ
ー
ル

「
再
稼
働
で
増
え
る
核
の
ご
み
・

ど
う
す
る
そ
の
処
分
」

講
師

伴

英
幸
さ
ん

(

原
子
力
資
料
情
報
室

共
同
代
表)

放
射
能
汚
染
農
林
副
産
物

焼
却
は
管
理
放
棄
の
放

射
性
物
質
を
増
や
す

小
さ
き
声
の
カ
ノ
ン

鎌
仲
ひ
と
み
監
督
作
品

十
一
月
二
一
日
（
土
）

◇
奥
羽
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー

（
盛
岡
市
大
沢
川
原
）

①
十
時
半
②
十
四
時
半

監
督
講
演
十
二
時
四
五
分

◇
認
定
こ
ど
も
園
：
ひ
か
り
の
子

２
Ｆ
（
紫
波
町
下
丸
森
）

③
十
八
時


